
ＥＦＰ関連製品テクニカルニュース 

 

題 名 M38234G、M38235G プロテクトアドレス不具合  
対象製品 EFP-S2、EFP-S2V シリアル入出力モード 管理番号 A08F06-01 
対象ロット 注１を参照ください。 作成日 2008-6-27 Rev. 第 1版 

＜ 不具合内容 ＞ 
 
 8BitQzROM マイコンで M38234G、M38235G をシリアル入出力モードでご使用の場合、リードプロテクト
機能を実行してもプロテクトがかけられません。 
 
※M38238G、M38239G、M3823AG をご使用の場合は問題ありません 

＜ 不具合原因 及び影響 ＞ 
 
 EFP-S2、EFP-S2V のコントロールソフトウェア WinEFP2 で、シリアルユニット(EF1SRP-01US2、
EF1SRP-05U)のテーブルファイルの間違いで、プロテクトアドレス“A000”番地が、誤って“C00”番地
になっていました。その為、リードプロテクトがかけられませんでした。 
 
 影響： 
①リードプロテクト機能が有効になりません。 
 
 
 
 
 注１：対象ソフトウェア 
  2008/6/18 更新の Product CD Ver2.00 お持ちのお客様、もしくはホームページよりダウンロード 
 したユーザ様 
  WinEFP2 ウインド →［HELP］→>［About］ 
    EF1SRP-01US2.TBL ：V 1.03.99a 
    EF1SRP-05U.TBL  ：V 1.03.48 

＜ 対策内容 ＞ 
 
 下記の Web サイトにて Product CD Ver 2.10 をダウンロード頂けますので、ソフトウェアをバージョ
ンアップしてください。 
    EF1SRP-01US2.TBL ：V 1.03.99b以上 
    EF1SRP-05U.TBL  ：V 1.03.49以上 
 
 EFP-S2/S2V 用 Web アドレス ：http://www.suisei.co.jp/download/efps2/efps2_down.htm 
  ※Web サイト内の“Product CD 最新版”をクリックし、インストールしてください。 
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